
4月7日(木)、国民民主党の政務調査会による「航空分野の脱炭素化の
推進に関わる航空法改正」に関するヒアリングを受け、航空連合からは
法改正の目的と必要性を理解した上で、実現にむけた課題を伝えました。

今後は、法案審議の状況を注視するとともに、働くものの目線に
立って意見反映をおこなっていきます。
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脱炭素社会の実現に向けた取り組み 第2弾

航空連合の課題認識
✈ 実現にむけては持続可能な航空機燃料（SAF）の確保・価格低減が重要。
✈ 空港における再エネルギー拠点化の推進、空港車両のEV化展開に向けた環境

整備が必要である。
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